
【送付資料１】

魅力 第1回 部会 地域担当制

魅力 第1回 部会 区民まつり

魅力 第1回 部会
魅力ある

まちづくり

魅力 第1回 部会 大学連携

魅力 第1回 部会
情報発信の

重要性

魅力 第1回 部会 事業の窓口

1
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予算措置
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①
1-1-2

事業予算🈚
R1.6

中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

地域担当職員の位置づけが地域から見るとわかりにくい。

以前は職員によって地域への関わりに程度の差がありましたので、
昨年度から防災に特化しております。さらに研修を重ねて職員を育
成し、災害時に地域のみなさまに信頼してもらえる関係が築けるよ
う取り組んでまいります。

1-2-1
事業予算🈶

3 R1.6
中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

・魅力発見プロジェクトは活発に実施されているが、今後は区役所から自立し
ていかなければならないので、それに向けての取組みが必要。
・地域づくりアドバイザーが何をしてくれるのか期待している。
・区民アンケートで、「活動に参加している＋活動に参加したい＋応援した
い」と思っている人が８割いる一方で、どうやって参加するのかわからない人
が約17％いる。繋がり方も含めて情報を発信し、潜在的に存在する地域活動に
興味のある人に実際に参加してもらえるような魅力的な催しの開催等、具体的
な取組みが必要。

・魅力発見プロジェクトについては、自立に向けて地域づくりアド
バイザー主導のもと取り組んています。
・地域活動については、興味のある方が実際に地域活動に参加でき
るよう、地域イベント等を積極的に情報発信して行動につなげてい
くとともに、参加することにより新たなアイディア・繋がりができ
るよう努めてまいります。

①
1-2-1

事業予算🈶

2 R1.6
中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

今年も９月開催予定であるが、雨天時に代替できるものがあればいい。
今年度については、雨天時でも影響のないよう、区役所及び東淀川
消防署にて実施します。

①

5 R1.6
中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

・災害時や先日の防犯に関するSNSでの発信は効果的であった。
・世代ごとに必要な情報が違うので、区役所の情報が行き渡るように世代別に
応じた情報発信が必要。
・SNSの使い方が分からない人もいるので、関われない方へ使用方法を教える
などアプローチしてほしい。

LINEについては本年夏以降に属性別の情報発信ができるような仕様変
更がなされる予定ですので、そのサービスの詳細等を確認しながら
情報内容による属性別の配信に取り組んでいく予定です。また、高
齢者を中心とした区SNSの普及促進について、今年度下半期に大阪成
蹊大学と授業を通じて取り組みますので、学生からいただいた提案
を基に検討してまります。

1-2-1
1-2-2

事業予算🈚
4 R1.6

中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

大学連携について区役所はどんな取組みをして、どう関わっているのか、外か
らわかりにくい。

大阪経済大学とはOSAKA 5 GO! WALKを共催しており、手続きのフォ
ローやブース出展等をしているところです。大阪成蹊大学とはPBL授
業を通じて学生が区内の課題に取り組み、得られた成果物を区政へ
反映しているところです。今後はさらに広報ひがしよどがわやHP、
SNSを使って取組みをわかりやすく情報発信してまいります。

①

①

①
4-1-1
5-2-2

事業予算🈶

6 R1.6
中井･岩本･佐野･乗上･
森田･山口

はぐくみネットと生涯学習事業の窓口は区役所１階の地域課にした方が利用し
やすい。

生涯学習と地域支援の窓口が２階と１階に分かれているが、来庁者
にご不便をきたさないよう、担当者間で連携を密に取ってまいりま
す。

①今年度において対応 ②翌年度運営方針に反映または翌

年度に対応予定 ③翌年度では対応できないが、今後引き

続き検討 ④対応困難または対応不可 ⑤その他
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教育･
子育
て

第1回 部会
登校・登園

サポート事業

教育･
子育
て

第1回 部会
赤ちゃん訪問・助
産師のサポート

教育･
子育
て

第1回 部会
一時預かり
保育事業

2-1-1
事業予算🈶

若いお母さんが子育てサロン等の場を通じて地域の輪に入れるように、専門
的相談事業で何回か案内してほしい。

専門的家庭訪問支援事業は、社会的孤立を防ぐために定期的に継続して訪問し、地域の
子育てサロンなど地域子育て支援サービスに繋げる支援を行っています。集団に参加す
るのが苦手な母親に対しては、保健師が一緒に見学に行くなど個別に支援を行っていま
す。引き続き母親に寄り添いながら支援を行ってまいります。

有意義な事業であることが見えやすい評価手法を今後検討してまいります。

母子手帳交付時や全戸に行っている乳児家庭訪問の際に、必要と思われる養育者に対し
て助産師専門相談を案内しています。また、区内の産婦人科に協力を得て助産師専門相
談の案内チラシを設置しています。必要と思われるが相談に来られない人に対しては、
引き継き支援を行ってまいります。

②

①

2-1-1
事業予算🈶

①

4 R1.6 友實･建部･田原

一時預かり保育事業の利用者が昨年度利用者数を下回っていたが、実際に利
用した人のきっかけや感想等具体的な内容を広報してもらえると参加につな
がるのでは。また、利用者数の減は子どもを預かってもらえる場所が増えた
という見方もできる。

令和元年度については、実施事業者からの応募がなく、当区の一時預かり事業について
は実施に至っていませんが、引き続き実施事業者の募集に向けた調整を行うとともに、
いただいたご意見も踏まえながら、大阪市の一時預かり事業の利用促進に向けた効果的
な広報を図ってまいります。

②
2-1-1

予算措置🈚

2 R1.6 友實･建部･田原

赤ちゃん訪問・助産師のサポートは、母親の初めての子育てを支援する非常
に有意義な施策である。最初のきっかけとなる子育て施策であるが、その後
も切れ目なく施策に繋がるように専門的家庭訪問や赤ちゃん訪問の対象を２
～３歳児の親子まで拡大するなど、切れ目がないようにしてほしい。

・本市では、令和元年度より、すべての子育て家族にとって安心して気軽に相談できる
場をめざして「大阪市版ネウボラ」(注)を実施しています。
（注：「ネウボラ」とは、フィンランド語で「アドバイスする場所」という意味で、切
れ目のない支援をワンストップで行う制度とそのための地域拠点そのものも指しま
す。）
・「こんにちは赤ちゃん訪問事業」は、１歳までの子育て世帯を対象にした訪問です
が、「妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援」を充実させる中で、そこにつな
がる一貫した取組となるよう、助産師、保健師、子育て支援室等、区役所内で連携して
まいりたいと考えます。
・東淀川区の独自事業として専門的家庭訪問支援事業を１歳まで延長しています。引き
続き、１歳までに重点を置いて実施していきたいと考えます。
庁内関係部署と連携を図りながら妊娠・出産・育児の切れ目のない支援を更に進めてま
いります。

➂
2-1-1

事業予算🈶

1 R1.6
友實･岡本･角田･建
部･田原･西田(真)･
和久･村冨

登校・登園サポートについて、非常に大事な施策であるので、専門家からの
アドバイス等を取り入れつつ、学校や区役所も連携し事業を継続してほし
い。

・登校・登園サポートの重要性は認識しています。令和元年度は予算がない中、関係機
関と連携を図りながら区役所職員が必要なサポートを行っているところです。また、現
在、大阪市内の7区で先行実施している「こどもサポートネット」の令和２年度以降の
本格実施に合わせ、施策を検討します。
・息の長いスパンで効果をとらえていく必要があると考えています。限られた財源で最
大の効果を得られるよう区役所、関係機関、地域とともに進めていきたいと考えます。
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3 R1.6
教育･
子育
て

第1回 部会
友實･岡本･角田･建
部･田原･西田(真)･

和久･村冨

助産師による
専門的相談事業

専門的相談事業について、振り返り結果として「育児に自身が持てた」人は
６割強であるが、今後とも継続が必要な重要な施策である。アンケートの手
法を変えるともっと高い数値がでるのでは。

助産師相談利用者満足度が非常に高いが、埋もれている声があるのではない
か。相談に来ていない人へのアプローチが必要である。

①

①今年度において対応 ②翌年度運営方針に反映または翌

年度に対応予定 ③翌年度では対応できないが、今後引き

続き検討 ④対応困難または対応不可 ⑤その他
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①今年度において対応 ②翌年度運営方針に反映または翌

年度に対応予定 ③翌年度では対応できないが、今後引き

続き検討 ④対応困難または対応不可 ⑤その他

教育･
子育
て

第1回 部会
居場所づくり

支援

教育･
子育
て

第1回 部会 自尊感情の向上

教育･
子育
て

第1回 部会
青少年育成
推進事業

①
2-2-2

事業予算🈶
7 R1.6

岡本･角田･西田
(真)･和久･村冨

子ども等の健全育成の取組に参加したい人が半数にとどまり低いので、それ
に対するアプローチが必要である。

各地域での取組、区全体で活動いただいている青少年健全育成関係団体の活動内容につ
いて、SNSや広報紙等を活用した情報発信を図り、地域全体での子育て・子育ちにつな
がるまちづくりを進めます。

2-1-3
事業予算🈶

6 R1.6
友實･岡本･角田･建
部･田原･西田(真)･
和久･村冨

自尊感情の向上は非常に重要であり、このまま施策を継続してほしい。地域
でいろいろな大人が文化的・運動など様々な局面でこどもと接することが大
切である。地域連携が進んでいるが、取組内容についてさらに広報に努めて
ほしい。

現在の取組を継続実施し、取組内容の広報にも積極的に取り組んでまいります。 ①
2-2-1

事業予算🈶

5 R1.6
友實･岡本･角田･建
部･田原･西田(真)･
和久･村冨

・ 地域によっては、人手、やりがい、金銭的な面も含めて活動を継続する
には課題があるところもあるので、行政でフォローしてほしい。
・ 居場所づくりの取組みが広がっているが情報がいきわたっていないの
で、ＳＮＳの活用、町会・地活協で情報共有して利用につなげていってほし
い。
・ 地域で居場所づくりをどう進めたらよいか、具体的な情報を地域に伝え
てほしい。

こどもの居場所の設置・運営に係るアドバイザー業務を委託しており、地域ごとの課題
に沿った支援を行ってまいります。
・居場所の取組に関する情報発信についても、SNS等を活用し、より多くの方に知って
いただけるよう取組を進めます。

①

－3－
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健康･
福祉

第1回 部会 複合課題世帯

健康･
福祉

第1回 部会
生活困窮者の

自立支援

健康･
福祉

第1回 部会
要援護者の

見守りへの支援

健康･
福祉

第1回 部会 いきいき百歳体操

健康･
福祉

第1回 部会 受動喫煙5
受動喫煙は身近で重要な課題であり、認知している人が少ない
のであれば積極的に啓発していかなければならない。

今後も地域や支援者間のネットワーク強化等を図り、要援護者の見守りへの支援に取り組みます。ま
た、各地域にアンケートを実施し、地域の実情に応じた重層的な見守り活動の支援、仕掛けを検討して
まいります。

①

 受動喫煙による健康影響について、広報ひがしよどがわ・健康展等のイベント・東淀川区役所庁舎内に
ポスターを掲示するなど啓発してまいります。

①

①4 R1.6
小山･西田(江)･大谷･
近藤･前川･吉田･吉
村･村冨

・ 百歳体操の拡充や健康の日のつどいの開催が評価できる。
・ 参加者の保険はどのようになっているのか。けがをした時の
責任の明確化について等、支援者への支援をしてほしい。
・ 参加者がまだ一部だけのように思うので、来ていない人、来
られない人はどうするのかが課題である。
・ 各会場のキャパが適正かどうか把握しにくい。

・ 百歳体操は、開催場所を増やすことを評価指標としており、新たな開催場所を増やすよう、今後も積
極的に進めてまいります。
・ 昨年同じ質問が出た後、地域担当保健師が、サポータ―さんに、傷害保険について説明を行い、活動
場所として保険加入を行うかどうかの検討のための情報提供を行っております。
・ 来なくなった方への声かけは積極的に行う活動は進めております。
・ 各会場のキャパについては、運動ができるスペースを確保できるように、サポーターさんに開催前に
指導しております。

3

・ ネットワーク強化と不明者メール配信など、取組が出来てい
たことが評価できる。
・ 地域との連携ができているのか。
・ 地域のこどもの見守り、地域の見守りの限界があるのではな
いか。要援護者の支援が出来ているのは一部である。
・ 子どもの貧困と見守りが重要な課題である。

2 R1.6
小山･西田(江)･大谷･
近藤･前川･吉田･吉
村･村冨

困窮者の把握が難しく、埋もれている方がいる。見えない困窮
者との連絡や支援はどこまでできているのか。

1 R1.6
小山･西田(江)･大谷･
近藤･前川･吉田･吉
村･村冨

・ 多くの事例を支援し改善できたこと、相談窓口のリーフレッ
トが完成したことは評価できる。
・ 課題を抱えている世帯について、把握できていない世帯がま
だまだあるのではないか。
・ 支援する人材をどう確保していくかが課題である。

3-1-1
事業予算🈚

R1.6
小山･西田(江)･大谷･
近藤･前川･吉田･吉
村･村冨

R1.6
小山･西田(江)･大谷･
近藤･前川･吉田･吉
村･村冨

3-1-2
事業予算🈚

  生活困窮者が生活困窮制度の相談窓口につながらない状況は、全国的に課題とされており、「支援の
アウトリーチ機能の強化」を目的とした法改正（平成30年10月１日付けで一部を除き施行）がなされ、
新たに「支援会議」が創設されました。
「支援会議」は、生活困窮者の早期発見及び迅速な支援開始、とりわけ自ら支援を求めることが困難な
人たちの自立を支援するため、関係機関等が、生活困窮者自立支援制度の理念及び生活困窮者の支援に
関する情報や考え方を共有し、適切な連携のもとで対応していくことを目的として開催するものです。
　東淀川区では、「支援会議」を機能により二層にし、「全体会議」（生活困窮者支援の状況と課題の
共有をし、地域づくりに活かす検討）と「担当者会議」（生活困窮者の情報共有とケース検討）を設置
しました。今後は「支援会議」を活用しながら、適切な支援につなげていきたいと考えています。

②

3-1-3
事業予算🈚

3-2-1
事業予算🈚

3-2-1
事業予算🈶

分
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・「つなげるリーフレット」を用いて、区民からの問合せに対して適切な相談窓口に速やかに誘導でき
るようにしてまいります。
・ 課題を抱えている世帯について、把握できていない世帯があることは認識していますが、複合的な課
題は様々なものがありますので、まずは課題を絞って世帯を把握し対応してまいります。
・ 関係機関をはじめ専門職については、つながる場や学習会等で、様々な事例を学習し、専門性を高め
ていくように進めてまいります。また、地域住民に、アンケート等を通して行政に望むことに加え、ご
自身ができることも意見として述べていただきます。それらのご意見をもとに、行政は、課題解決のた
めのつながる場を開催するとともに、住民自身の自助・共助の意識の向上に取り組んでまいります。

①

①今年度において対応 ②翌年度運営方針に反映または翌年度に対応

予定 ③翌年度では対応できないが、今後引き続き検討 ④対応困難

または対応不可 ⑤その他

－4－
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第1回 部会 交通安全

区政会議での意見へのフィードバック　　　　　　　　　　　

番
号

年
月

部
会

会
議
名

委員名
(敬称略)

カテゴリー 外部評価意見 対応方針

分
類

運営方針
対応箇所･
予算措置

4-1-1
･防災・減災意識の向上に繋がるように、事業者との連携についても具体
的な目標を掲げて取り組みを進めます。

・自助の意識向上に繋がるよう共助の支援内容や情報の発信に工夫を加え
効果的に取り組みを進めます。

②

防災スピーカーの内容が聞き取りづらかったので、放送内容について同時にSNSでも情
報発信してほしい。

放送内容が聞き取れないことを想定して、防災スピーカーでどのような内
容が放送されたかがわかるようにSNSの活用を進めます。（例:「先ほど防
災スピーカーで放送された内容は次のとおりです。…。」）

1 R1.6
安全･
安心

第1回 部会
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

防災減災の
意識向上

・ 備蓄･耐震固定をしている･したい人は８割で多いが、したいと思っていてもできてい
ない人もいるので、スーパーと連携し備蓄セットの販売を行ったり、耐震固定の備品に
具体的な取り付け方法の周知をあわせて販売したりするなど、行動に繋がる取組みをし
てほしい。
・ 昨年度の災害を経験し住民の防災意識が向上しているので、この機会を生かして防
災・減災の意識啓発をさらに進めていってほしい。
・ 自助の意識を高めていく必要があり、そのためには行政だけではなく地域防災リー
ダーも含め周りの人からも無関心層に意識が向くように情報提供できるような環境づく
りが必要である。
・ 自助の行動に繋がるような具体的な内容を、SNSだけでなく多様な手段で情報発信し
てほしい。
・ 「家具の固定」のリーフレットは内容がわかりやすくてよかったが、例えば親子で考
えるように促す等、家庭で活用できるように配布の際の工夫が必要である。

①

4-1-2

3 R1.6
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

・ 昨年度の淀川キリスト教病院との医薬品の備蓄の協定がよかったが、今後は地域の病
院･薬局まで対象を広げて災害時に医薬品を供給してもらえる協定を結んでほしい。
・ 病院が備蓄している薬のリストを作ってもらえると、持病がある人が災害時に安心で
きるのではないか。

・大阪市及び東淀川区役所における福祉・医療分野と連携した災害時の対
応について、わかりやすくまとめ、自助・共助・公助のそれぞれの役割に
ついて周知啓発をしていきます。
・災害時の備えとして、持病薬等の各家庭や個人の事情に合わせた備えが
必要であることを、更に周知啓発していきます。

⑤ 4-1-3

2 R1.6
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

・ 昨年度は地域の防災訓練でかなり取組が進んでよかったが、戸建て･木造･マンショ
ン･川の近くなど町会ごとの地域特性に応じた訓練が進むよう、行政がきめ細やかな支
援をしてほしい。
・ 地域の企業も含めて、防災の各地域の取組みについて共有できる意見交換会を設けて
ほしい。
・ 水害時避難ビルの指定について、発災時に活用できるように促してほしい。あわせ
て、水害対策として、災害時にはオートロックを解除してもらうような協定をマンショ
ンと結んでほしい。

・地域特性を反映した防災訓練となるように、今後も地域と共通認識を持
ちながら取り組みを進めるとともに、地域に実施いただいている訓練につ
いてはステップアップが図れるように支援します。

・水害時避難ビルの協定について、今後も民間事業者への協力を求めてい
きます。

①

4-2-1

5 R1.6
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

・ 区民の防犯意識を高めていく方策を考えてほしい。
・ さらなる啓発･アプローチをしていくべき。

・各種犯罪被害防止の教室・講習会･キャンペーン等の啓発活動を継続し
て行います。
・いろいろな機会で啓発してまいります。

① 4-2-2

4 R1.6
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

・ 地域の見守り活動等に関わっているボランティアの高齢化が進んでおり、地域と行政
が連携をして講習会等を通じて新しい人材の確保が必要になってくる。また、現在活動
している人にも改めて活動内容や意義について再周知し徹底を図っていく必要がある。
・ 防犯カメラや青パトはメンテナンスの継続・強化が必要。

・警察等との連携を強め、地域への犯罪情報の提供を充実し、地域の自主
的な防犯活動や各講習会等の活動を促進できるよう支援します。
・防犯カメラや青パトについて、維持管理・運用を継続して実施します。

①

4-36 R1.6
堤下･熊谷･髙田･行澤･和
田(浩)･山下･村冨･水川･
山下･和田(正)･大谷

自転車ルール・マナーの啓発や交通安全は、講習会の回数を増やして、いろいろな人に
参加してもらうことが必要。

・警察等との連携により交通ルールの指導を徹底します。
・高齢者や保護者、子どもに対する交通安全教室を実施します。

①

①今年度において対応 ②翌年度運営方針に反映または翌年度に対

応予定 ③翌年度では対応できないが、今後引き続き検討 ④対応

困難または対応不可 ⑤その他
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